
静止気象衛星業務等
（ひまわり８号：平成２７年7月7日運用開始、ひまわり９号：平成２８年度打上げ予定）

平成２９年度概算要求額３，７４４百万円（平成２８年度予算額８，２４３百万円）

国土交通省気象庁観測部
気象衛星課

03-3212-8341

事業の内容 事業イメージ

事業の概要・目的

条件（対象者、対象行為、補助率等）

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41
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Ｇ空間情報の円滑な流通促進に向けた検討
事業期間（平成28～29年）／総事業費204百万円

平成29年度概算要求額123百万円 （平成28年度予算額81百万円）
０３－５２５３－８３５３

国土交通省
国土政策局国土情報課
０３－５２５３－８３５３

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

資金の流れ
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人工衛星の測量分野への利活用（リモートセンシング分野）
平成29年度概算要求額 ５９百万円（平成2８年度予算額６６百万円）

国土交通省国土地理院
企画調整課

０２９-８６４-４５８４

事業概要・目的

資金の流れ

事業イメージ・具体例

1 3cm

20km
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高精度測位技術を活用した公共交通システムの高度化に関する技術開発
事業期間（平成２７～２９年）／総事業費約７５百万円

平成2９年度概算要求額２９百万円（平成2８年度予算額２７百万円）

国土交通省
総合政策局技術政策課
０３－５２５３ー８３０８

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

資金の流れ 期待される効果
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環境省
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「いぶき」の後継機開発及びデータ処理技術開発
事業期間（平成2４～34年（開発段階（平成３０年度打上予定）））／

衛星開発費 約２０９億円（運用費含む環境省負担分。別途文部科学省負担分あり。 ）
平成２９年度概算要求額 ４,６４５百万円（うち優先課題推進枠２６３百万円）（特別会計を含む）

（平成２８年度予算額４,４６４百万円）

事業の内容

事業の背景・目的

事業の概要

期待される効果

条件（対象者、対象行為、補助率等）

環境省
地球環境局
総務課
研究調査室

事業イメージ

標準
ガス

ボトルサンプラー

連続観測装置
地上観測
サイト

一酸化炭素
（モデル

二酸化炭素
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GOSAT JAXA
NIES 21

衛星による地球環境観測経費
事業期間（平成１６年度～）

平成29年度概算要求額 1,016百万円
（平成28年度予算額1,041百万円）

事業の内容 事業イメージ

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業の概要

事業の目的

環境省総合環境政策局
総務課環境研究技術室
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事業概要・目的

事業イメージ・具体例

アジア地域渡り鳥等国際共同研究推進費 平成2９年度概算要求額 9百万円（平成2８年度予算額９百万円）
渡り鳥の飛来経路の解明事業 平成２９年度概算要求額１８百万円（平成2８年度予算額１８百万円）
発生地周辺への渡り鳥の飛来経路調査 平成2９年度概算要求額５０百万円の内数（平成2８年度予算額５０百万円の内数）
希少野生動物野生順化特別事業 平成2９年度概算要求額１０６百万円（平成2８年度予算額106百万円）

環境省
自然環境局
野生生物課

期待される効果

資金の流れ

アジア地域渡り鳥等国際共同研究推進費
渡り鳥の飛来経路の解明事業

発生地周辺への渡り鳥の飛来経路調査
希少野生動物野生順化特別事業

事業概要・目的

事業イメージ・具体例

資金の流れ

期待される効果 期待される効果

資金の流れ

事業イメージ・具体例

事業概要・目的

Nipponia nippon
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自然環境保全基礎調査（植生調査及び沿岸域変化状況等調査）
平成2９年度概算要求額２０１百万円の内数（平成2８年度予算額２０１百万円の内数）

環境省自然環境局
生物多様性センター
0５５５-７２－６０３３

事業概要・目的

事業イメージ・具体例

資金の流れ

期待される効果
事業の内容
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事業の目的

条件
（対象者、対象行為、補助率等）

NOWPAP

北西太平洋地域海行動計画推進費（環日本海海洋環境ウォッチシステム）
平成２９年度予算要求額２９百万円（平成２８年度予算額３０百万円）

北西太平洋地域海行動計画推進費

環境省水・大気環境局
水環境課海洋環境室
03-5521-9025
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防衛省
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○我が国の宇宙システムがスペース・デブリとの衝突等
を回避するために必要となる我が国の宇宙状況監視
（ＳＳＡ）体制を構築するため、米国及び国内関係機
関との連携に基づく宇宙監視システムの整備に必要な
各種アセットの基本設計等を実施します。

宇宙状況監視に係る取組
平成２９年度概算要求額１３２百万円（平成２８年度予算額１９４百万円）

※契約ベース１,３９７百万円

防衛省防衛政策局
戦略企画課

03-3268-3111（22674）

○宇宙監視システムの整備に先立つ基本設計
平成２８年度実施のシステム全体設計の成果を踏まえ、
米国及び国内関係機関との連携に基づくＳＳＡに必要
となる宇宙監視システムの各種アセット（センサー及
び運用システム）の整備に係る基本設計を実施します。

○宇宙監視システムの整備に向けた準備態勢の強化
米国及び国内関係機関との連携を踏まえ、宇宙監視シ
ステムの整備及び運用要領の確立に向けた準備をより
一層強力に推進するために自衛官等の要員を増員しま
す。

事業の内容 事業イメージ

条件（対象者、対象行為、補助率等）
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○自衛隊の通信所要は、一般社会における通信と同様に
増大傾向にあり、高速移動体との通信を含む画像や映
像等の迅速な伝送が必要なため、衛星通信機能の向上
を図ります。

Ｘバンド衛星通信中継機能等の整備・運営事業を含む衛星通信の利用
平成29年度概算要求額29,973百万円 （平成28年度予算額25,703百万円）

※契約ベース１13,275百万円

防衛省防衛政策局
戦略企画課

03-3268-3111（22674）

○Ｘバンド防衛通信衛星３号機（スーパーバードＣ２号
機の後継衛星）の整備、運用、維持管理等
３号機について、平成３２年度の打上げ
に向けた４年間の整備及び打上げ後の
１５年間の運用・維持管理等を行います。

○Ｘバンド衛星通信機能の向上（地上局の整備・改修等）
Ｘバンド衛星通信網の再構築により実現する高速大容
量回線を有効に活用し迅速な情勢判断及び指揮に資す
る情報の共有を可能とする通信機器等の整備事業です。

○通信衛星の中継機能の借り上げ等
基幹網の通信回線の他に艦艇、航空機等の移動体との
通信手段として、様々な通信衛星を使用します。

○防衛情報通信基盤（ＤＩＩ)の整備（衛星回線関連）
ＤＩＩは、防衛省・自衛隊が一元的に共通に使用する
通信ネットワークであり、指揮中枢と各自衛隊の司令
部や部隊をつなぐ指揮統制のための基盤です。本事業
により、気象条件に依存しない安定的な衛星通信の利
用を確保します。

○各種衛星通信器材の整備・維持等

事業の内容 事業イメージ

条件（対象者、対象行為、補助率等）
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○商用画像衛星の利用

ＪＡＸＡ衛星ＡＬＯＳ－２の画像を利用すると
ともに、経済産業省とＡＳＮＡＲＯ－１の実運用に向け
た実証研究を実施します。

○気象衛星情報の利用
ＧＭＳ（ひまわり）、METEOSAT（欧州の気象衛

星）、GOES（米国の気象衛星）から、広範囲にわたる
気象衛星画像を取得し、航空機の運行及び訓練の安全に
活用します。

○

○防衛省は、平素から、主に我が国周辺地域における軍
事動向の把握に努めており、その一環として商用衛星
（光学衛星及びレーダー衛星）の画像データを収集・
分析しています。

○気象観測の分野においては、防衛省・自衛隊は、国内
外の気象衛星画像を取得し、部隊運用に資する情報と
して活用しています。

商用画像衛星・気象衛星情報の利用
平成２９年度概算要求額12,843百万円 （平成２８年度予算額6,970百万円）

※契約ベース１0,954百万円

防衛省防衛政策局
戦略企画課

03-3268-3111（22674）

事業の内容
事業イメージ

条件（対象者、対象行為、補助率等）

©JAXA

118



○情報収集やリアルタイムでの情報の共有及び指揮命令
を迅速に確実なものとするC4ISR※の機能強化のため
の調査・研究を実施します。

※C4ISR:Comand ， Control ， Communication ， Computer ，
Intelligence，Surveillance，Reconnaissanceの略で、「指揮、統制、
通信、コンピューター、情報、監視、偵察」の総称

宇宙を利用したＣ４ＩＳＲの機能強化のための調査・研究等
平成２９年度概算要求額1,07３百万円 （平成２８年度予算額1,074百万円）

※契約ベース3,304百万円

防衛省防衛政策局
戦略企画課

03-3268-3111（22674）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

○防衛省の２波長赤外線センサを文部科学省・ＪＡＸＡ
の先進光学衛星に相乗りすることにより、宇宙空間で
の実証研究を行います。

○２波長赤外線センサの宇宙空間での実証研究を効率的
に実施するため、赤外線衛星画像の解析手法に関する
研究を行います。

事業イメージ
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